
1．研究背景
平均寿命の伸びや出生率の低下により少子高齢化

が急速に進んでいる。日本の総人口の減少にともな
う労働力人口の急減を背景として、日本において、
今後人材不足の深刻化が予測される。一方、文部科
学省は2022年度から、国立大の留学生について学部
の定員増を認める方針を固めた。
2015年（平成27年度）に、日本で大学・大学院を

卒業・修了した外国人留学生2万3799人の中で、日
本国内で就職した人は8367人であり、約35％にとど
まっている。日本において就職を希望する外国人留
学生は全体の約64％を占めている。これに対して、
日本政府では、「日本再興戦略改訂2016」（平成28年
6月2日）の中で、外国人留学生の日本国内での就
職率を現状の3割から5割に引き上げることを閣議
決定している。2016年9月末、「働き方改革実現会
議」を発足させ、その実施計画を練り、2018年の国
会において議論がすすめられつつあるが、そのテー
マの一つとして「外国人材の受け入れの問題」が掲
げられている。

2．外国人労働者の採用状況・問題点
厚生労働省の外国人雇用状況の届出状況（令和元

年10月末現在）では、外国人労働者数は1，658，804
人で、前年同期比13．6％の増加。国籍別では、中国
が最も多く418，327人（外国人労働者数全体の
25．2％）。ベトナム401，326人（同24．2％）、韓国69，191
人（4．2％）。産業別の割合をみると、「製造業」が
20．4％、「卸売業、小売業」が17．4％、「宿泊業、飲
食サービス業」が14．2％の順となっている。各産業

の占める割合を見ると、「製造業」は前年同期比で
1．0％減少し、「宿泊業、飲食サービス業」は同0．3％
減少。一方で、「卸売業、小売業」は前年同期比で
0．4％増加、「建設業」は同1．3％増加となっている。

しかし、先行研究による、日本で働く外国人の仕
事満足度が高くなかった。人材流出の現象がある。
最近のトップ大学の学生が理想とする就職先は、し
っかりした場所で、昇進と昇給できる機会があって、
仕事は楽しくて、ほどほどのゆとりのある企業、よ
り具体的にいえば、大手企業と外資企業である。

中国では日系企業は欧米系企業より人気が低いと
言われる。日系企業は、優秀な人材の競争では、欧
米系外資企業に負けている。欧米・アジア諸国が「能
力主義」であるのに対して、日本が「属人主義」で
独特な採用慣行・配置・異動・評価などをおこなっ
ているため、外国人労働者にとってまったくの異文
化体験となり、また、日本特有のある種、曖昧・平
等主義的な考え方は、外国人としては通用しない。

海外の優秀な人材にとって、日系企業は魅力が低
い。更に、先行研究による教育レベルが高い労働者
ほど、日系企業での仕事満足度が低いことを明らか
にした。

外国人の高度人材労働者の活躍は結果的に企業収
益の改善につながるケースも多い。しかし、優秀な
人材は確保できませんし、確保してもすぐに辞めて
しまうという問題が起こっている。

3．外国人労働者の仕事満足度
3．1 先行研究

劉 洋（2019）の「関連賃金と外国人労働者の仕
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事満足度：日本の企業・外国人社員マッチングデー
タを用いた検証」研究では、研究の外国人サンプル
では、賃金などほかの条件をコントロールした上で、
教育レベルが高い労働者ほど、また、勤務先の企業
の規模が大きいほど、そして、終身雇用を得た正社
員ほど、日本での仕事満足度が低いことを明らかに
した。

下田裕介（2019）の「人手不足と外国人採用に関
するアンケート調査結果」研究では、外国人労働者
を採用している企業が抱える課題は言葉の壁を指摘
する声が多い。また、「労働時間に制限がある」、「長
期間休んで母国へ帰ってしまう」など実際の活用が
うまくいっていないケースもみられる。更に、制度
の改善・国内人材の活用支援の要望を明らかにした。

守屋貴司（2018）の「外国人労働者の就労問題と
改善策」研究では、外国人の高度人材は、野心的な
「キャリア構築」、報酬の公正、福利厚生を重視し、
日本へ誘致してゆくためには、外国人在留制度、外
国人向けの人事制度等の制度設計上の改善案を提示
した。
3．2 仕事満足度の定義

仕事満足度は労働者の給料、仕事内容、企業文化、
職場環境、人間関係などに対する満足度である。学
術分野では「仕事満足度」という用語が使われるこ
ともある。労働者の仕事に対する満足度を高めるこ
とが、モチベーションを高くなり、業績向上につな
がるとの考え方に基づく概念である。1920年代に、
アメリカの管理学者 Robert Hoppock が著書 Job-
Satisfaction（1935）で最初に提唱したとされる。
1959年には、アメリカの臨床心理学者 Frederick

Herzberg は「動機づけ・衛生理論」を提唱し、従
業員満足度の理論的基礎を築いた。21世紀に入り、
仕事と生活を両立するワーク・ライフ・バランスの
一環として、労働者満足度を重視する傾向がある。

本論文での外国人労働者定義は日本で働く外国人
労働者である。外国人労働者とは、日本会社で働く
外国人正社員である。具体的には、高学歴労働者で
ある。高学歴労働者とは大学・大学院前期・後期を
卒業・修了した正社員である。

本研究では、日本で働く外国人労働者のうち、集
団の大きさが比較的大きい中国、韓国など東アジア
を研究対象としている。それぞれの国の研究とその

国の外国人労働者の特性を把握することも重要な価
値を持つ。
3．3 期待される結果

このような社会的背景から本論文の研究課題とし
ては、日本における外国人正社員の現状と問題点を
分析・解明すると同時に、問題点を解消するため、
在日外国人労働者に対する人事制度、離職問題、仕
事満足度などの諸問題上の改善案の一提案をするこ
とを研究課題としたい。

以上の問題意識から、日本の人手不足や外国人材
活用の現状、企業の意識を広く把握すべく、外国人
正社員を対象として、アンケート調査を実施し、日
本企業において外国人労働者の定着に有効的な手段
を明らかにし、人材・技能の流出を防ぎ、企業の競
争優位につなげたい。

外国人に適合した人事制度の開発は、今後、日本
企業の海外進出する際の人事制度・戦略に、ヒント
を与えるものになるであろう。一方、先行研究によ
り、本国民を対象とした研究であり、外国人労働者
の仕事満足度については、筆者が調べた限りでは、
このような研究は少ない。

4．今後の研究について
今後は、アンケート調査とデータ分析を実施する。

外国人労働者の仕事満足度の状況について調べる。
第一に、現状・文献調査・研究を整理し、分析する。
第二に、日本における外国人労働者の状況にアンケ
ート調査を行っている。第三に、决定因素を重視し
て分析する。現時点、企業の事例を取り上げ、著し
い成果の見られた人事制度に注目する。第四に、外
国人労働者人材の採用と定着課題を研究する。さら
に、外国人労働者離職率の高い企業に存在している
制度上の問題点を補うべく、自分の仮説を検証して
いきたいと思っている。
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